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自己認識の形成を図る生活科授業実践の動向
―自己の身体や成長を対象とした授業実践を手がかりに―
Recent Trends in Life Environment Studies for Formation of Self‒Awareness
―Cases of lesson practice on topics of individual growth and physical attributes ―
峯 岸 由 治 ＊
Abstract
This study describes the development and composition of a life environment studies lesson which
is implemented by private educational/research organizations with the aim of forming self‒awareness.
Between 1993 and 2015, there were 196 cases of life environment studies lessons given by private
educational/research organizations, of which 11 were aimed at forming self‒awareness in relation to
individual growth and three were aimed at forming self‒awareness in relation to physical attributes.
One of the new trends observed in the life environment studies lessons relating to individual
growth was the composition and association of lessons with activities and experiences pertaining to
fertilization and fetal growth before birth, and reproductive organs and sexual intercourse associated
therewith. A second new trend observed was that school nurses utilize their expertise to participate in
such lessons. New lesson practices were observed in lessons on “birth” with the inclusion of prenatal
aspects such as sexual intercourse, fertilization, and fetal growth with the participation of school nurses.
One of the new trends observed in the life environment studies lessons relating to physical attributes
was the composition and association of lessons with new elements in addition to pre‒existing activities
and experiences pertaining to hands, including sign language, braille, and other forms of communication
utilizing the functions of the hand and the skin, writing, language, song, and other hand‒related
expressive activities and experiences. A second new trend observed was the composition and
association of lessons with activities and experiences to learn about topics such as reproductive organs,
sexual intercourse, fertilization, and pregnancy through the observation of one’s own body and the
confirmation of the nomenclature of different body parts. Lessons on “investigating the power of the
hand” were composed to contrast and analogize a wide variety of activities and experiences, and were
newly composed and associated with communication utilizing the functions of the hand and the skin,
and with hand‒related expressive activities and experiences.
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⚑．はじめに
生活科という教科の基本的性格は、「自己認識の
基礎を培う」ところにある1)。そのため、生活科の
内容は、「学校、家庭及び地域の生活に関する内容」
「身近な人々、社会及び自然と関わる活動に関する
内容」「自分自身の生活や成長に関する内容」の⚓
つで構成されている2)。この「自分自身の生活や成
長に関する内容」が、直接的には自己認識の形成を
図る内容となっている3)。また、この「自己認識の
基礎を培う」ことは、第⚓学年以降の「教科の特質
に応じた学びにつなげていく」上で重要である4)。
例えば、我が国の社会科教育は、「私、家族、地域
社会、日本社会（国家）、世界（社会）と多様な社
会を意識し、これらの複数社会に生きる私をどのよ
うに育てるのかを検討して、設置」されている5)。
社会科教育では、「教材や経験を同心円の拡大構造
と組織し、私の社会化から始まり、次第に、私と家
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庭、私と地域社会などと常に、自己と社会との関係
を作り」出しているのである6)。したがって、「体
験と言葉を使って学ぶなどの特性を踏まえた生活科
の学習の充実」が、社会科教育等の「より系統的な
学習」に「発展的につながっていく」と言える7)。
ところが、生活科では、「『活動あって学びなし』と
の批判があるように、具体的な活動を通して、どの
ような思考力等が発揮されるのか十分に検討する必
要がある」と児童の質的変容を促す学習指導の在り
方が、新設以来課題として指摘され続けている8)。
こうした中で、自然や社会に対する科学的な認識
形成を意図し展開されてきた実践として、民間教育
研究団体の生活科授業実践がある。例えば、中野照
雄は、1954年から1992年までの歴史教育者協議会に
おける低学年社会科授業実践、生活科授業実践を取
り上げ、低学年社会科授業実践の蓄積を反映した生
活科授業実践の方向性を明らかにしている9)。中野
は、「歴史教育者協議会の生活科授業実践の共通性
は、子どもの主体的活動に基づきながら、科学的認
識の基礎を培うことを基本としたものとなってい
る」とし、生活科における生産と労働の教材として
の価値を評価し、合科・総合的性格といった生活科
授業実践の方向性を指摘している10)。中野の研究に
よれば、「自分の成長」に関わる実践は、「70年代後
半から80年代後（前：筆者注）半に⚕事例、80年代
後半からは⚓事例」見られる11)。そして、これらの
実践の特徴として、「70年代後半から80年代前半は、
親に大きくなるまでの手記をお願いし、それを読ん
でやりながら授業を進めている」こと、80年代後半
からは「成長の絵本作りや等身大の自分を描くな
ど、表現活動に比重が置かれるようになっている」
こと、「親の手記の活用が見られなくなっている」
ことが指摘されている12)。また、共通点として「小
さい時に使ったものを持ってきて今と比べ、大きく
なったことを実感的につかませようとしている」こ
とが指摘されている13)。しかし、中野の研究では、
児童の質的変容を促す活動や体験の構成と関連が、
授業の事実に基づいて検討されていないところに研
究の限界がある。
そこで、本小論では、中野の研究以後の民間教育
研究団体における自己認識の形成を図る生活科授業
実践を対象にその実践動向を解明し、生活科授業構
成の示唆を得たいと考える。
研究方法は、以下のとおりである。
第一に、民間教育研究団体における1993年以降の
自己認識の形成を図る生活科授業実践を収集、検討
し、実践の特色、変遷を解明する。具体的には、『歴
史地理教育』『教育』『生活教育』誌に掲載されてい
る生活科授業実践記録を収集する。民間教育研究団
体の生活科授業実践を対象とするのは、前述した中
野の研究、またその後中野の行った研究のいずれ
も、歴史教育者協議会における授業実践を対象とし
たものであったからである14)。そこで、団体独自の
機関誌を持つ歴史教育者協議会、教育科学研究会、
日本生活教育連盟の生活科授業実践を取り上げ、よ
り広い視野から動向を把握しようと考えたのであ
る。
第二に、収集した授業実践記録を整理し、取り組
みの事実を確定するとともに実践の動向を把握す
る。
第三に、実践動向を反映した授業実践を取り上
げ、分析･検討し、授業構成を解明する。分析にあ
たっては、以下の手順を取る。①授業概要として実
践校、実践時期、実践全体の構成を抽出する。②授
業展開として、実践記録に基づき、授業で「どんな
活動や体験を通して」「どんな気付きを児童に促そ
うとしたのか」を抽出し、授業事実を確定する。③
抽出した活動や体験の関連や構成、児童の変容を検
討し授業構成を解明する15)。「生活科の特質は、直
接体験を重視した学習活動を展開」するところにあ
る16)。そこで、検討にあたっては、活動や体験から
生まれる気付きを活動内容とし、授業で展開されて
いる活動や体験を活動方法とする。
⚒．自己認識の形成を図る生活科授業実
践の形態
1993年から2010年までの『教育』『生活教育』『歴
史地理教育』誌に発表された生活科授業実践は、
196事例ある。196事例中、自己の身体、成長を対象
として活動や体験を構成している授業実践事例は11
事例見られる17)。これらの授業実践事例は、自己の
身体、成長といった「自分のこと」を対象として活
動や体験を展開し、自己認識の形成を図ろうとする
実践である18)。こうした自己の身体、成長を対象と
した11事例の生活科授業実践を、活動や体験の構成
と関連を視点に検討すると次のような傾向が見られ
る。
第一に、自身の成長を活動対象とした生活科授業
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実践である。第二に、身体を活動対象とした生活科
授業実践である。以下、これらの生活科授業実践に
ついて、形態的特徴を指摘する。
（⚑）自己の誕生や成長を活動対象とした生活科授
業実践事例は、⚘事例ある19)。事例は、以下のとお
りである。
上記の事例を、実施学年、活動対象、展開されて
いる活動や体験の構成と関連を視点に検討すると、
以下のことが指摘できる。
①実施学年は、⚒年生が⚗事例、不明が⚑事例と
なっている。
②活動対象は、自己の誕生や、成長に関することで
ある。具体的には、家族等に、自己の誕生や成長
について聞き取る活動が中心的に展開されてい
る。
③上記の活動対象に対して、聞き取りを中心に、成
長過程の衣服や玩具、画像等を探索、収集する活
動等が構成され、表現活動が関連付けられてい
る。
自己認識の形成を図る生活科授業実践の動向
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表⚑ 生命の誕生や成長を対象とした生活科授業実践
No 実践者名 タイトル 雑誌名 発行年月 形態 備考
1 石田裕子 私が大きくなるまで 歴史地理教育 1993.1 ・「誕生日、出産時の身長体重」「誕生以降の成長」
「誕生前後の家族の様子や心情」等の聞き取り
・アルバム製作と発表
⚒年
2 小島さつき 大きくなったんだがんばろう 歴史地理教育 1994.1 ・「父母、祖父母の生きてきた歴史」「誕生前後の家
族の様子や心情」「誕生日、出産時の身長体重」
「誕生以降の成長」等の聞き取り
・絵本製作
⚒年
3 小林晶子 おおきくなったぼく・わたし 歴史地理教育 1997.1 ・新生児の観察
・受精、胎児の成長（資料）の観察と学習
・「誕生日、出産時の様子」「誕生以降の成長」「年
齢毎の身長」「発達指標の達成時期」「自分や家族
の出来事」等の聞き取り
・成長過程で使用した衣服、玩具等の探索・収集
・年表製作
不明
4 中妻雅彦 ⚘歳の誕生日 歴史地理教育 2003.11 ・「誕生日、出産時の様子」「誕生以降の成長」「自
分や家族の出来事」等の聞き取り
・絵本（保護者のコメント掲載）製作
⚒年
5 志村 誠 ぼく わたしのものがたり 歴史地理教育 2006. 1 ・手形、足形の作成
・「できるようになったこと」の発表
・受精に関する説明を聞く
・「出産時の様子」「誕生以降の成長」「自分や家族
の出来事」等の聞き取り
・「手記（保護者から）」の視聴
・成長過程の写真の探索・収集
・絵本製作
⚒年
6 北山ひと美 せまくて、いごこちがよくて、
でてくるとききゅうくつ
生活教育 2007. 4 ・「出産の様子」の聞き取りと発表
・人体（絵）の観察と胎児の様子の描画
・交尾（絵）、受精の学習と出産体験
・絵本製作と交流
・新生児の成長過程の調査
⚒年
7 鎌倉 博 温もりのある授業と学級づく
りを目指して（誕生の授業）
生活教育 2007. 7 ・新生児と今の自分の比較
・胎児の様子と出産に関する観察と学習
・胎児（映像）の観察
・精子、卵子と受精についての聞き取り
・「出産時の身長・体重・足の大きさ」「出産時の様
子」「誕生時の家族の心情」「年齢毎の出来事」等
の聞き取りと発表
・成長過程の衣服、玩具、画像や映像等の探索と収
集
・アルバム製作（保護者の手紙も掲載）と交流
・家族に手紙を書く
8 谷保裕子 24人へのラブレター 生活教育 2008.12 ・新生児（人形）の観察
・「出産時の身長・体重」「出産時の様子」「誕生時
の家族の心情」「名前の由来」「成長過程の出来事」
等の聞き取りと発表
・成長過程の衣服、玩具、画像等の探索と収集
・アルバム製作（保護者の手紙も掲載）と交流
⚒年
④聞き取りの内容としては、誕生以降の成長過程に
関することがすべての事例で設定されている。さ
らに、誕生前後、並びに成長過程の家族の様子や
心情に関すること、出産時の様子に関すること、
出産時の身長や体重等が聞き取り内容として設定
されている。すなわち、児童の身体的成長に関す
ること、認知や運動等、精神的成長に関すること、
家族の心情等が聞き取り内容として設定されてい
ると言える。
⑤事例⚒では、「父母、祖父母の生きてきた歴史」
が設定され、「自分が多くの人の生命の流れを受
け継いでいる」ことに気付かせようとしてい
る20)。また、事例⚓では「はう、立つ、歩く」等
がいつできるようになったのかが聞き取り内容に
設定され、「人間として育っていくみちすじにそ
の見事なまでの共通性」が明らかになるよう意図
されている21)。事例⚓、⚔、⚕、⚗では、「自分
や家族のできごと」「年齢ごとのできごと」等が
設定され、「家族生活の変化の様子」に気付くよ
う意図されている。
⑥こうした聞き取り内容に対応して、児童の成長を
実感させる方法として、以下のような活動や体験
が見られる。
・出生児の体重順に並ぶ。
・砂糖の袋を体重分持つ。
・身長計と教師用三角定規を使用し、出生児と現在
の身長を比べる。（以上、事例⚑）
・年齢毎の身長変化を記録する。（事例⚓）
・紙テープで身長を表現する。
・500 g の小麦粉を体重分持たせる（事例⚗）
・紙テープを使って出生児と現在の身長を比較す
る。
・出生児の体重を比べたり、体重順に並んだりする。
（事例⚘）
⑦成長過程の衣服等の探索・収集に対応して、事例
⚓では、「それぞれの年齢で使用したものを比較」
している22)。
⑧胎児の成長を扱ったものが⚓事例ある。事例⚖で
は、産婦人科の医師と妊婦の方がゲストティ
チャーとして授業に参加し、エコー画像を見せた
り、母親が体で感じる胎児の様子について話した
りしている。
⑨また、性器、性交、受精等、いわゆる性教育に関
わる内容を取り入れた事例が⚓事例ある。このう
ち事例⚖、⚗は、養護教諭が授業に参加している。
⑩具体的な活動や体験と相まって、絵本等が活用さ
れている。活用されている絵本は、以下のとおり
である。
・『百万回生きたねこ』
・『ラブ・ユー・フォーエバー』（事例⚕）
・『赤ちゃんはこうしてできる』
・『みんな赤ちゃんだった』（事例⚖）
事例⚔は、『じぶんでつくる⚖さいまでのアル
バム』という絵本を活用し、授業を展開している。
⑪表現活動では、絵本製作が⚔事例、アルバム製作
が⚓事例、年表製作が⚑事例となっている。事例
⚓は、「身長を座標軸」に年表を作成している23)。
事例⚔は、前述したように、絵本を活用し表現活
動を展開している。
自己認識の形成における自身の成長を活動対象と
した生活科授業実践では、誕生後を対象としたこれ
までの活動や体験に加えて、誕生前の受精や胎児の
成長、これに関連する性器や性交を対象として活動
や体験が構成、関連付けられているところに新しい
動向が見られる。また、誕生前の受精や胎児の成
長、これに関連する性器や性交を対象とした活動や
体験においては、養護教諭が専門性を生かして授業
に参加しているところに新しい動向が見られる。
活動や体験の構成方法としては、家族への聞き取
りを中心に、成長過程の衣服や玩具、画像等を探
索・収集する活動、成長を実感できる活動や体験が
構成され、表現活動が関連付けられている。
（⚒）身体を活動対象とした生活科授業実践事例は、
⚓事例ある24)。事例は、以下のとおりである。
上記の事例を、実施学年、活動対象、展開されて
いる活動や体験の構成と関連を視点に検討すると、
以下のことが指摘できる。
①実施学年は、⚒年生が⚑事例、⚑年生が⚒事例で
ある。
②活動対象は、身体、もしくは器官(手)である。
③⚑年生の⚒事例は、手が活動対象となっている。
⚒年生の事例は身体、並びに性器、性交、受精、
妊娠等が活動対象となっている。
④手を活動対象とした事例の活動や体験の構成は、
まず、観察もしくは手を使わない作業による手の
はたらきの再確認、手遊びや手話、活動（調理）、
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動物の手足との比較といった活動や体験をとおし
て、人間の手の働きが強調されている。次に、親
指を使ったり使わなかったりする作業をとおして
人間の手の仕組みに対する気付きが促されてい
る。最後に、手と道具による作業効率の比較、手
の働きに対応した道具探しとその使用をとおし
て、手の補助手段として発達した道具に対する気
付きを深める構成となっている。そして、事例⚓
では、こうした活動や体験に、学習発表会での発
表という表現活動が関連付けられている
⑤身体を活動対象とした事例の活動や体験の構成
は、まず絵を使用し身体の観察と各器官（性器も
含む）の名称の確認が行われる。次に、性交、受
精、妊娠に関する学習が掲示用教具、映像を使用
しながら行われる。この学習は、児童の質問に対
応して行われる。最後に、「分かったことこれか
ら学習したい」ことを絵本としてまとめるという
表現活動が関連付けられている。
⑥具体的な活動や体験と相まって、絵本や映像資料
が活用されている。活用されている絵本や映像資
料は、以下のとおりである。
・『脅威の小宇宙―人体』（事例⚑）
・『てとてとゆびと』（事例⚒）
自己認識の形成における身体を活動対象とした生
活科授業実践では、手を対象としたこれまでの活動
や体験に、手話や点字等手や皮膚の働きを活用した
コミュニケーション、文字や言葉、歌等手に関連す
る表現等の活動や体験が構成、関連付けられている
ところに新しい動向が見られる25)。また、自分の体
の観察、身体の各器官の名称確認から性器、性交、
受精、妊娠等を学習する活動や体験が構成、関連付
けられているところに新しい動向が見られる。
活動や体験の構成方法としては、身体や手の観
察、手を使ったり使わなかったりといった活動や体
験、道具の使用体験等、活動や体験が対比的類比的
に構成され、表現活動が関連付けられている。
⚓．自己認識の形成を図る生活科授業実
践の展開
ここでは、前述した実践事例の中から、生命の誕
生や成長を活動対象とした生活科授業実践事例とし
て事例⚗「温もりのある授業と学級づくりを目指し
て」（以下、「誕生の授業」と略す。）」を取り上げ、
具体的な展開を見ていきたい26)。本事例を取り上げ
る理由は、第一に、本授業実践が、性交、受精、胎
児の成長といった児童の誕生前も含めて活動対象と
するなど、新たな動向を反映した授業実践となって
いるからである。第二に、養護教諭も参加して授業
を展開するという新たな授業形態を実践しているか
らである。
また、身体を活動対象とした生活科授業実践事例
として、事例⚓「手の力をしらべよう」を取り上げ、
具体的な展開を見ていきたい27)。本事例を取り上げ
る理由は、以下のとおりである。第一に、本授業実
践が、多様な活動や体験を対比的類比的に構成し、
「具体的な活動や体験を通して気付いたことを基に
考えることができる」ように関連付けられているか
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表⚒ 身体を対象とした生活科授業実践
No 実践者名 タイトル 雑誌名 発行年月 形態 備考
1 小倉和人 からだの学習 歴史地理教育 1993.7 ・人体（絵：男女）の観察と名称の学習
・性交・受精、胎児の成長等の学習
・絵本製作
⚒年
2 棚橋正明 人間の手 歴史地理教育 1994.2 ・手の働きの確認
・手を使わない作業
・手の働きに対応した道具探しと使用
・手と道具による作業効率の比較
・手の仕組みの観察と描画
・動物の手足との比較
⚑年
3 高橋 勝 手の力をしらべよう 歴史地理教育 2005.9
～10
・手の働きの観察と表現（作文）・発表
・手の仕組みの観察と描画
・手だけの作業と道具を使った作業の比較
・手の働きに対応した道具探しと使用
・手と道具による作業効率の比較
・手による遊び、コミュニケーション、調理
・動物の手足との比較
・学習作文の作成
・学習発表会での発表
⚑年
らである。第二に、手を活動対象としたこれまでの
授業実践に加えて、手や皮膚の働きを活用したコ
ミュニケーション、手に関連する表現等の活動や体
験を新たに構成、関連付けているからである。
(1）生命の誕生や成長を活動対象とした生活科授業
実践「誕生の授業」
①「誕生の授業」の概要
本実践は、2006年度に、東京にある私立和光小学
校で⚒年生の⚓学期に取り組まれたものである。目
標は、報告されていないので不明である。指導計画
は以下のとおりである28)。
②「誕生の授業」の授業展開
「誕生」の授業に入る前に、教師は、「赤ちゃんが
していて自分が今していないこと」「赤ちゃんには
できないけど今ならできること」を児童に尋ねてい
る。「思いついたらどんどんプリントに書き込ませ、
一定時間後に発表」させている。児童が発表した主
な内容は、次のとおりである。
〈赤ちゃんがしていて自分が今していないこと〉
「いつもだっこされる」「ベビーカーにのる」「か
いものカーにのる」「ハイハイする」「ほにゅうびん
でミルクをのむ」「おっぱいをすう」「おやゆびを
しゃぶる」
〈赤ちゃんにはできないけど今ならできること〉
「工作する」「まっすぐに立つ」「九九ができる」
「ゲームをやる」「おもちゃであそべる」「トランプ
ができる」「こまができる」「てつぼうができる」「も
のがもてる」
その後、「生まれてから今になるまで知りたいこ
と」を発表させている。児童が発表した主な内容
は、次のとおりである。
「どこから生まれたの」「どうやって赤ちゃんがで
きるの」「生まれたときはどんな大きさだった・パ
パとママはどんなきもちだったの」「さいしょには
なしたことばはなあに」「どうやってなまえをつけ
たの」「赤ちゃんのときどういうごはんをあげれば
いいの」「どうやって育ってきたの」「どうやってか
みの毛が生えてくるの」「どうやってはが生えてく
るの」
教師は、こうした児童の「知りたいこと」を以下
のように整理し、前述した指導計画を立てている。
「①赤ちゃんができるまでのなぞ ②赤ちゃんが生
まれ出るところのなぞ ③赤ちゃん時代の自分と家
族の様子 ④自分がどう育てられてきたのか ⑤ど
うやって学習・生活・体の力を身につけていくのか」
「赤ちゃんが生まれるまで」では、まず、妊娠七
か月の児童の母親と、産婦人科医の父親を教室に招
いて話を聞いている。
父親は、母親の体内を超音波透写した映像を使い
ながら、胎児の様子や出産時の様子を話している。
児童は、「宇宙人みたい」と感想を述べたり、「ああ、
赤ちゃんが動いている」と感激したりしている。ま
た、児童は、「なかなか生まれないときどうするの」
「ふた子ってどうやって生まれるの」「出べそはどう
やってできるの」「お母さんのおなかをきったとき
はどうやってつなげるの」等の質問をしている。
母親は、自分の体調や体で感じる赤ちゃんの様子
を話している。また、児童の質問にも答えながら、
お腹も触らせている。児童は、「初めは恐る恐る
触っていた」が、「ああ、本当に（赤ちゃんが）う
ごいている」という他の児童の声に触発されて、少
し強く手を当てたりしている。
次に、養護教諭が、受精、胎児の成長等について、
「特別授業」を行っている。養護教諭は、小さな穴
が開いている黒い画用紙を配布している。そして、
「これは何だ」と児童に尋ねている。児童は、「がよ
うし」と答えている。養護教諭は、「よく見てごら
ん」と重ねて質問している。児童は、「穴が空いて
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小単元名 主な活動 時間数
第⚑次 赤ちゃんが生まれるまで ①赤ちゃんがいるお母さん・産科医のお父さんを迎えて
②養護の先生の授業
⚖
第⚒次 自分の誕生から今までの聞き取り ①お家での聞き取り活動
②聞き取ってきたことの交流
⚖
第⚓次 自分の誕生アルバム作り ①順を追ってまとめていく
②「おうちの人からの手紙」とおうちの人への手紙」
③綴じ合わせる
第⚔次 アルバムを見合う ⚑
表⚓
いる」「ぼくのも」「ホントだ」「なんで」等、答え
ている。養護教諭は、「これがみんなの最初の大き
さ。お母さんの体の中にある卵子の大きさなんで
す」と答えている。その後、養護教諭は、卵子と精
子、受精、胎児の成長を、写真や絵、人形等を使い、
児童の質問にも答えながら説明している。鎌倉は、
「八才とは言え、自分の体を自覚していくことが本
当にうれしいらしく、質問が絶えなかった」と、そ
の様子を書いている。
「自分の誕生から今までの聞き取り」では、まず、
家族から、「生まれたときの身長・体重・足の大き
さ」「生れ出るときの様子」「生れたときどんな気持
ちだったか」「生れたときに大へんだったことは何
か」聞き取りをしている。この聞き取りには、一週
間かけている。次に、「（一才ごとに）どんなことが
あったのか」を、一週間かけて、家族から聞き取っ
ている。
聞き取ってきたことは、それぞれプリントに書き
取り、毎日の朝の会や生活勉強の時間に発表させて
いる。発表では、「始めは、書いてあることを話し
ていたが、だんだん発表のイメージができてくる
と、幼い頃からの写真や産着、愛用していたベビー
用品、臍の緒、産声を収録したMD、産毛で作った
筆などの記念の品々をどんどん持ち込んで」発表し
ている。発表に当たっては、写真等はテレビ画面に
写し、全員が共有できるようにしている。また、産
着を持ち込んだ子には当ててみたり、調べてきた体
重は500 g 入りの小麦粉体重分を抱えさせたり、身
長は紙テープで表したりと、「今と誕生の頃の体の
大きさの変化を感じとれる」ようにしている。こう
した交流をとおして、「千グラム未満の未熟児だっ
た子がいたことや、小さいとき大けがをして長く入
院したことのある子がいたことなど」が分かり、
「『今は、げんきでよかったね』と、その子の元気な
存在をみんなで喜び」合っている。
「自分の誕生アルバム作り」では、「B⚔横長半分
の大きさのケント紙に⚑才ごとに一枚ずつ、聞き
取ったことを書き込んだり、持ち込んだ写真を貼っ
たり、絵にして解説したりして、時々の様子や出来
事、成長ぶりがわかるようにまとめ」ている。幼稚
園の年長以降の出来事などは、児童自身にも書き加
えさせている。「今」のページには、「赤ちゃんには
できないけど今ならできること」の中から、それぞ
れの児童が自慢できることを書かせている。最後
に、それらを貼り合わせ、絵本にまとめている。
この絵本の最後のページには、家族からの手紙
を、児童に内緒で掲載している。鎌倉は、学級懇談
会で取り組み内容と趣旨を話し、前述した用紙に
「お家の人からの手紙」を書いてもらい、児童には
内緒で集めていた。「手紙」は、母親が代表して書
いたり、両親が書いたり、兄弟や祖父母も参加して
書いたりされていた。また、写真や似顔絵等も添え
て作成されていた。
こうして出来上がったアルバムを配ると、児童は
「すごい」「これはぼくの人生本だあ」等と話してい
る。また、「お家の人からの手紙」のページを見つ
けた児童は、「なにこれ？」「あっママからだ」「な
に？どれ？」「あっおれのにもついている」等と反
応している。児童が、「お家の人からの手紙」を読
み終わった後、鎌倉は、次のように指示している。
「それじゃあ、これから本当のまとめをするよ。
今度はみんながお家の人に手紙を書くよ。これはお
家の人が知らない。今まで学習したりまとめてきた
りしたことに、今日お家の人からの手紙を読んで感
じたことも加えて書いて下さい」
こうして児童が書いた手紙の一部は、次のとおり
である。
「ママ・パパへ
いままでありがとう！本、かんどうしたよ。私
はパパとママのみかただよ。ねつとかはしかで、
かいしゃ休んでくれてありがとう。⚐才のときで
きなかったさんすうやこくご、生活べんきょうが
できるようになったよ。イエ～イ。和光小学校に
いれてくれてありがとう。とってもとっても楽し
いよ。九九もママやパパがおしえてくれたおかげ
で、もうバッチリ～。この本だって、ママ・パパ
の手つだいでできたんだよ。これからは、あさ早
おきするよ。パパ・ママがちこくしないように
ね。犬のお世話もがんばります。ニコニコ。これ
からもよろしくおねがいね～。パパとママ大々
大々大々～すきだからね。これからも和光小学校
でもがんばります。三年生になったら、もっとも
～と恩がえしするよ。パパもママもしごとがん
ばってね～。大々大々大々～すきなパパとママの
そばにず～といたいよ。いつまでもささえあおう
ね」
その後、この手紙を貼り足し、「思い思いのタイ
トル」を付けた手書きの表紙を作りアルバムを完成
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させている。
③「誕生の授業」の授業構成
本実践では、以下のような活動や体験が選択さ
れ、構成、関連付けられている。ア、「赤ちゃんが
していて自分が今していないこと」「赤ちゃんには
できないけど今ならできること」を考え、発表する。
イ、「生まれてから今になるまで知りたいこと」を
考え、発表する。ウ、妊娠七か月の児童の母親と、
産婦人科医の父親の話を聞く。エ、妊婦のお腹に触
り、胎児の様子を探る。オ、卵子と精子、受精、胎
児の成長について養護教諭の話を聞く。カ、「生ま
れたときの身長・体重・足の大きさ」「生れ出ると
きの様子」「生れたときどんな気持ちだったか」「生
れたときに大へんだったことは何か」聞き取りをす
る。キ、聞き取ってきたことを書き、朝の会等で発
表する。ク、幼い頃の写真や産着、ベビー用品、臍
の緒等を探し、持ち寄り、発表する。ケ、産着を当
ててみたり、500 g 入りの小麦粉を体重分抱てみた
り、身長を紙テープで表したりする。コ、自分の誕
生アルバムを作る。サ、「お家の人からの手紙」を
読む。シ、お家の人に手紙を書く。ス、アルバムを
見合う
このような活動や体験が選択されているのは、
「幼稚園児や一年生との交流の機会もあって、小さ
な子どもたちへの関心も高まっていた」という児童
の実態があったからである。「小さな子どもたち」
に対する児童の関心は、「無邪気な可愛さを感じる
一方、手がかかる煩わしさ」を感じてもいたのであ
る。そこで、鎌倉は、「自分史」として、「生れてか
ら今に至るまでどのように育ってきたのかを見つめ
させ」と考えたのである。児童の「今ある『生』」は、
「病気や苦悩と闘い、ケガやトラブルを乗り越えて」
きたものであり、「親や身近な人たちの温かい関わ
りに支えられながらも、小さな体にも関わらず自分
自身の力で自分を築き上げてきた」のである。だか
ら、「今在る自分が素敵に輝いて見えるような学習」
にしたいと鎌倉は考えたのである。
そこで、まず、「赤ちゃんがしていて自分が今し
ていないこと」「赤ちゃんにはできないけど今なら
できること」を考え、発表させている。その結果、
児童は、「ものすごい違いと成長があったことを自
覚」し、「感激や焦りとともに、たくさんの疑問」
を持つことになるのである。鎌倉は、児童の疑問を
「①赤ちゃんができるまでのなぞ ②赤ちゃんが
生まれ出るところのなぞ ③赤ちゃん時代の自分と
家族の様子 ④自分がどう育てられてきたのか ⑤
どうやって学習・生活・体の力を身につけていくの
か」と整理し、前述したような指導計画を立案して
いる。すなわち、「赤ちゃんがしていて自分が今し
ていないこと」「赤ちゃんにはできないけど今なら
できること」という、自分の過去と現在を比較する
活動をとおして、児童の誕生、成長の軌跡に対する
知的関心を触発しているのである。
そして、この児童の知的関心に応えるように、具
体的な活動や体験が展開されるのである。まず、
「①赤ちゃんができるまでのなぞ ②赤ちゃんが
生まれ出るところのなぞ」という問いに対応して、
以下の活動や体験が設定されている。第一に妊婦で
ある学級の児童の母親と、産婦人科医である父親を
教室に招き話を聞く活動である。第二に養護教諭の
話を聞く活動である。第一の活動や体験では、超音
波映像による胎児の様子を観察したり、話を聞いた
り、妊婦のお腹を触らせてもらったりしながら、自
らの問いを解決している。また、「なかなか生まれ
ないときどうするの」「ふた子ってどうやって生ま
れるの」「出べそはどうやってできるの」「お母さん
のおなかをきったときはどうやってつなげるの」等
の新たな疑問を質問している。第二の活動や体験で
は、黒い画用紙にあけた卵子大の穴を観察したり、
写真や絵、人形等を使った説明を聞いたりし、自ら
の問いを解決している。また、「自分の体を自覚し
ていくことが本当にうれしいらしく、質問が絶えな
かった」ため、さらに一時間授業を行っている。
次に、「②赤ちゃんが生まれ出るところのなぞ
③赤ちゃん時代の自分と家族の様子 ④自分がどう
育てられてきたのか ⑤どうやって学習・生活・体
の力を身につけていくのか」という問いに対応し
て、以下の活動や体験が設定されている。第一に
「生まれたときの身長・体重・足の大きさ」「生れ出
るときの様子」「生れたときどんな気持ちだったか」
等の、聞き取り活動である。第二に、「幼い頃から
の写真や産着、愛用していたベビー用品」等の探索
活動である。第三に、「聞き取ったことを書き込ん
だり、持ち込んだ写真を貼ったり、絵にして解説し
たり」する表現活動である。第四に、「お家の人か
ら手紙」を書いてもらい、読みあう活動である。第
一、第二、第四の活動や体験では、「生れてから今
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に至るまでどのように育ってきたのか」という児童
の誕生、成長に関わる問いを解決している。そし
て、第三の表現活動によって、「聞き取ったことを
書き込んだり、持ち込んだ写真を貼ったり、絵にし
て解説したりして、時々の様子や出来事、成長ぶり
がわかるようにまとめ」られている。
また、こうした活動や体験に関連して、児童が自
分の成長を実感できる多様な活動が展開されてい
る。さらに、「千グラム未満の未熟児だった子がい
たことや、小さいとき大けがをして長く入院したこ
とのある子がいたことなど」を全員が知り、「『今は、
げんきでよかったね』と、その子の元気な存在をみ
んなで喜び」あったりしているのである29)。
すなわち、「誕生の授業」は、「赤ちゃんがしてい
て自分が今していないこと」「赤ちゃんにはできな
いけど今ならできること」という、自分の過去と現
在を比較する活動をとおして、児童の誕生、成長の
軌跡に対する知的関心を触発し、そこで生まれた児
童の疑問を解決するように活動や体験が構成され、
「時々の様子や出来事、成長ぶりがわかるよう」に
表現活動が関連付けられているのである。そして、
これらの活動や体験には、養護教諭や産婦人科医師
といった専門家も参加し、児童の疑問に正対する指
導形態が取られているのである。「誕生の授業」は、
自己の誕生、成長の軌跡を探究する中で、一人一人
の生きてきた足跡を交流し、喜び合うとともに、身
近な人々との心の交流を図り、「自己肯定感と人間
としての温もりを感じ取れる」授業となっているの
である。
(2）身体を活動対象とした生活科授業実践「手の力
をしらべよう」
①「手の力をしらべよう」の授業概要
本実践は、神奈川県綾瀬市立綾瀬小学校⚑年生で
取り組まれたものである。「本教材で育てたい力」
は次のとおりである30)。
「①価値内容
手のはたらきを通して、命の尊さに気づくこと
ができる。
②自ら学ぶ力
・課題を持つ―手のはたらきに関心を持ち、興味
を持って学ぶことができる。
・調べる―手のはたらきや、その発展としての道
具について調べる。
・まとめる・発表する―考えたことやわかったこ
とをカードに記録する。まとめの冊子づくりを
する。
③共に生きる
・一緒に遊んだり作ったりして学び合う。
・手が人と人を結びつける大切な役割を果たして
いることについて体験を通して気づく」
指導計画は、以下のとおりである。
②「手の力をしらべよう」の授業展開
「たくさん使っている手」では、まず、朝起きて
から手を使ってしたことを書き出し、発表させてい
る。児童は、自分の体験に基づいているため「たく
さんあると全員が喜んで発表」している。次に、手
を使わないで物を運んだりしている。児童は、「で
きない」「時間がかかる」等の感想を発表している。
「いろいろなことができる手」では、まず、手の
形をなぞらせている。ほとんどの児童は、「親指を
他の⚔本の指と同じ向き」に描いていたので、親指
について注意を払って描いていた児童の絵を紹介す
ると、「あっ、ほんとだ」と言いながら描き直して
いる。次に、手を握ったり開いたりして、親指と他
の指の向きの違いを確かめている。この活動から、
児童は、「手のしくみ」について、次のようなこと
を発表している。「親指は短い」「親指のはじめが他
の指より下」「親指は大きい」「親指は力が強い」「鉄
棒では親指がないとうまくにぎれない」「節が一つ
足りない」「親指の向きが違う」
「手と道具」では、第一に、「水をすくう手」「手
うちわ」「手のひらアイロン」を例に、手が便利な
道具になることを実感させている。第二に、もっと
たくさん、楽にできないかを考えさせ、「うちわ」
を例に説明している。そして、バケツに水を用意し
て手ですくったり、道具ですくったりする、薄い紙
や厚紙を手でちぎったり、はさみやカッターで切っ
たりする、野菜や木ぎれを手で切ったり、包丁、の
こぎりで切ったりしている。これらの活動後、分
かったことをカードにまとめ、発表させている。第
三に、洗濯バサミ、ドライバー、ペンチ、フォーク、
栓抜き、クリップ、はし、コップ、おたま等を持っ
て来させ、どんな働きをする道具なのか説明させ、
使用させている。また、学校にあるアイロン、大型
ホッチキス、鍬、シャベル等も用意し、同様にして
いる。第四に、持ってきた道具の仕事を、「つかむ」
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「まわす」「はこぶ」「きる」「のばす」「うつ」等の
働きにわけ、道具を分類している。児童は、次のよ
うな感想を書いている。
「手がこんなに力があるとわかりました。手があ
るといろんなものができるし、ごはんをたべたりで
きるとおもいました。手がないとなにもできないか
ら手がない人はたいへんなのもわかりました。（…
略…）手でできないことは道具をつかいます。手も
どうぐもないとこまることもわかりました。にんげ
んの手とどうぶつの手はちょっとちがうこともわか
りました。大きくなるたんびに手の力もだんだんつ
よくなるのです。でも手がうごくのはあたまがめい
れいしているからなのです」
「手と心」では、まず、「ちゃちゃつぼ」「おちゃ
らかホイ」等の手遊び、あやとり等をして遊んでい
る。次に、「さようなら」「こっちへおいで」等のハ
ンドサイン、手話を体験している。手話は、「さん
ぽ」を歌いながら手話をしたり、知っている手話を
発表したりしている。次に、手で触って中身を予想
したり、点字を読んだりしている。手で触って中身
を予想する活動では、袋や箱に入れてあるものを探
り当てる活動をしている。点字を読む体験は、大き
な紙に書いた点字を読んだり、一人一人の児童の名
前を点字で打ったものを触ったりしている。最後
に、「手当て」や「拍手」、「握手」等、手の「不思
議な力」を体感している。この活動では、「手当て」
「拍手」「握手」「手つなぎ」「円陣での手」等が実演
しながら行われている。また、「誕生会で拍手して
もらった」「かけっこで拍手された」「けんかして仲
直りで握手した」「サッカーで手を重ねて『ファイ
ト』ってやった」等の経験も発表されている。児童
は、これらの活動から、次のような感想を書いてい
る。
「・手あて、はく手、りょう手、あく手、きもちを
あわせる手。じぶんからともだちにつたわる
手。目の見えない人やしゃべれない人は手がと
てもひつようです。
・手をつかってわかりました。てん字のことがわ
かりました。あく手がいちばんよかったです。
・いろんなことをやってもらうとうれしいきもち
になってすっきりするなあっておもってうれし
くなった。
・はく手されるとうれしいし、あく手されるとき
もちいい。だから「はくしゅ」とかわけがある
んだね。まだ、「手あて」とかいろいろふしぎ
があるけどね。
・目がないといろんなことがわかんない。ころん
だときにまさゆきくんのおかあさんがけがをさ
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学習課題 ねらい 学習内容 指導上の留意点
⚑．たくさん使って
い る 手（⚑ 時
間）
毎日たくさん手を使ってい
ることに気づく
①手がなかったら－手を使わないで作業する
②朝起きてから学校へ来るまで手がしたこと
③手がやったことをカード化する
・当たり前のように手を使っていること
の一つ一つを確認しあうようにする。
⚒．いろいろな事が
できる手（⚒時
間）
手がいろいろなことをして
いる事を確かめる
①カードをもとに確かめる
②手の形をなぞり、親指の向きが違うことに
気づく。親指の働きを確かめる。
・握るなどの動作かをしながら確かめ
る。
⚓．手と道具
（⚒時間）
手の働きとその発展として
の道具を見つける
①手でしている仕事から、同じ仕事している
道具へ
②いろいろな道具探し
・扱えるような身近な道具を利用する。
・役目を考えさせる。
⚔．手と心
（⚒時間）
人とのかかわりで手がさま
ざまな働きをしていること
に気づく。
①手で遊ぶ（手遊び、あやとりなど）
②言葉を伝える（合図や手話）
③なでて確かめる
④不思議な働き
・合図や手話を覚える。
・「さわる」「なでる」感覚
・「点字」の確認
・「拍手」「握手」等の確認
⚕．動物と比べる
（⚒時間）
人が手でしている事を動物
はどこかを使ってしている
ことに気づく。
①動物を観察する
②文章や絵で表現する
③クイズ
・子どもの知っていることをもとに、写
真やビデオを用意して視覚的に調べさ
せる。
⚖．手を使って作る
（⚒時間＋⚘時
間 ＝ 国 語・図
工)
自分の手で作って食べた
り、遊んだりする。
①おにぎりづくり
②あそぼう 作ろう
・生活の時間を活用してぶんぶんゴマ、たこ
などを作って遊ぶ。
⚗．「手の力をしら
べよう」のまと
め（⚒時間）
言葉の面から手について考
える。学習したことを冊子
にまとめる。
①歌、漢字、ことわざ
②手の不自由な人について絵本をもとに学
ぶ。
③手形を作成する。
④作文に今までの学習をまとめる。
・漢字や「ことわざ」にも手のつくもの
が多い事を実感させる。
・手形を作成して表紙にしたり、作文を
書いてまとめたりする。
表⚔
すってくれました」
「動物と比べる」では、動物の写真を用意して、
手の形や大きさを示しどのような働きをしている
か、話し合わせている。児童は、「リスが餌を食べ
ていた」「ゾウがたるをまわしていた」「ネコがてを
なめていた」等の身近な動物の様子を発表してい
る。
「手を使って作る」では、ビニール袋に給食のご
飯を入れておにぎりを作ったり、たこを作ったりし
ている。
「まとめ」では、まず、手を使った言葉集めをし
ている。児童は、「手ま」「手がた」「手がる」「手も
と」「かたり手」「手づくり」「手がみ」「手くび」「手
まねき」「から手」等、たくさんの言葉を書き出し、
発表している。その後、「手を貸す」「手に入れる」
「ネコの手も借りたい」等の意味や使い方を学習し
ている。
次に、学習発表会で発表している。発表内容をす
べて手の学習と関連づけて設定し、児童と相談し
て、次のような発表を行っている。「あ＝手のしく
み（手形の絵やマジック、説明）、い＝手と道具（打
つ、抜く、切る、回すなどの実演と説明）、う＝手
をつかって（コマ回し、図工、とびばこ、マットな
どの実演と説明）、え＝手と心（さわる、握手など
六つの説明と演技）、お＝合奏と手話つきの歌『さ
んぽ』」
終了後の児童の感想は、次のとおりである。
「わたしは手とどうぐのグループになりました。
まずはれんしゅうのときのことをおしえます。わた
しは手とどうぐのリーダーです。（中略）いよいよ
はじまりました。さいしょは手のしくみです。つぎ
はわたしたちのでばんでした。にぎる、つかむ、う
つ、ぬく、きる、まわす。みんな、れんしゅうのせ
いか大きなこえでいえました。わたしもれんしゅう
より大きいこえでいえました。そのほかのグループ
も、わたしはかんしんしました。うた、がっそうも
わたしはがんばったとおもいます」
③「手の力をしらべよう」の授業構成
本実践では、以下のような活動や体験が選択さ
れ、構成、関連付けられている。
ア、手を使わないで作業する。 イ、朝起きてから
学校へ来るまで手がしたことカードに書き出す。
ウ、手の仕組みを観察し、手を描く。 エ、あおい
だり、水をすくったり、手と道具それぞれで作業を
し、効率を比較する。 オ、手の働きに対応した道
具を探し、使用する。 カ、手遊びやあやとりをし
て遊ぶ。 キ、合図を伝えたり、手話をしたりする。
ク、点字をさわる。 ケ、拍手や握手などをする。
コ、動物の手足を観察する。 サ、おにぎりを作る。
シ、凧を作る。 ス、手のつく言葉探しをする。 セ、
手について学んだことを発表する。
このような活動や体験が選択、構成されるのは、
「子どもの生活の中に意図的に『手さばき能力』を
刺激するような体験の場を作り出していくことが求
められている」と高橋が考えているからである31)。
高橋は、「身のまわりのことが手先を使わずに行え
るようになり、生活技術を必要とする場面が減少し
てきた」ため、「『はさみを使う』『靴の紐を結ぶ』
などの手先を使う作業では、個人差が大きくなって
いる」と指摘している。そこで、「発問や課題の工
夫をするとともに、子どもが体を動かして学べる場
面を多くしたい」と、以下のような授業構成を考え
たのである。
「本単元では、手のはたらきやしくみを動物との
比較をしたり描いたりして学ぶように構成した。ま
た便利な道具が手の延長であり工夫の産物であるこ
とや、手がコミュニケーションの重要な手段である
ことを体験によって気づかせたいと考えた。さら
に、手についてのことわざや言葉にも注目させて、
手を使うことが人間にとって大切なことであること
を考えさせていきたい」
このような考えのもとに、「たくさん使っている
手」では、手を使わずに作業するという対比的な活
動、朝起きて学校に来るまでに手がしたことをカー
ドに書き出すという再確認活動によって、日常生活
において手の果たしている役割が強調される。「い
ろいろな仕事ができる手」では、前時に作成した
カードをもとに、手の多様な機能を再確認した後に
手を描かせ、拇指対向性という人間の手の特徴に気
付かせている。「手と道具」では、「あおぐ」「すく
う」という手の機能をはたらかせたり、同じ機能を
持つ道具を使用したりし、その効率を対比してい
る。また、手の機能に対応させて身近にある道具を
類比的に探索・分類し、道具の存在と機能が強調さ
れている。「手と心」では、手遊びをしたり、ハン
ドサインをしたり、手話をしたりしながら、コミュ
ニケーションツールとしての手の存在を強調してい
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る。また、指の触感を利用して点字を読んだり、も
のを探り当てたりしている。さらに、握手や拍手を
とおして、手による心の交流にも気付かせている。
「動物と比べる」では、人間が手でやっていること
を動物はどうやっているのかが対比的に観察し、表
現され、個々の動物の特性、及び人間の特性に対す
る気付きが促されている。「手を使って作る」では、
「おにぎり」や「たこ」を作ることをとおして、遊
ぶものや食べるものが人間の手や道具によって作ら
れること、製作過程における工夫や技術等、人間の
知恵に対する気付きが促されている。
すなわち、「手の力をしらべよう」は、多様な活
動や体験を対比的類比的に構成、関連させ、人間の
手の特徴と機能、その素晴らしさを手のしくみ、手
と道具、手と動物、手がつくりだすものというよう
に多面的に理解できるように構成されていると言え
る。そして、関連付けられている話す書くという表
現活動をとおして、手に対する児童の気付きが定
着、強化されていると言える。
⚔．おわりに
本小論では、民間教育研究団体における自己認識
の形成を図る生活科授業実践を手がかりに実践動向
を解明し、生活科授業構成の示唆を得るために特徴
的な実践を分析検討してきた。民間教育研究団体に
おける自己認識の形成を図る生活科授業実践の動向
としては、自身の成長を活動対象とした生活科授業
実践と、身体を活動対象とした生活科授業実践が見
られた。自身の成長を活動対象とした生活科授業実
践では、誕生前の受精や胎児の成長、これに関連す
る性器や性交を対象として活動や体験が構成、関連
付けられているところに新しい動向が見られた。ま
た、誕生前の受精や胎児の成長、これに関連する性
器や性交を対象とした活動や体験においては、養護
教諭が専門性を生かして授業に参加しているところ
に新しい動向が見られた。「誕生の授業」では、性
交、受精、胎児の成長といった児童の誕生前も含め
て活動対象とし、そこに養護教諭も参加して授業を
展開するという新たな授業形態を実践していた。
身体を活動対象とした生活科授業実践では、手を
対象としたこれまでの活動や体験に、手話や点字等
手や皮膚の働きを活用したコミュニケーション、文
字や言葉、歌等手に関連する表現等の活動や体験が
構成、関連付けられているところに新しい動向が見
られた。また、自分の体の観察、身体の各器官の名
称確認から性器、性交、受精、妊娠等を学習する活
動や体験が構成、関連付けられているところに新し
い動向が見られた。「手の力をしらべよう」では、
多様な活動や体験を対比的類比的に構成されるとと
もに、手や皮膚の働きを活用したコミュニケーショ
ン、手に関連する表現等の活動や体験を新たに構
成、関連付けていた。
本研究の意義は、第一に、自己の身体に関する活
動内容を自己認識の形成を図る授業実践として位置
づけ、その授業構成を解明したことである。第二
に、自己認識の形成を図る生活科授業の活動対象、
具体的な活動や体験の構成、関連を解明したことで
ある。今後の課題は、第一に、多様な家族の形態を
視野に入れた成長単元の授業実践を発掘し、その授
業構成を解明することである。第二に、手以外の身
体器官を活動対象とした授業実践を発掘し、その授
業構成を解明することである。
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究：ポートフォリオを通した学びのふり返り活動
を通して」佐賀大学教育学部附属教育実践総合セ
ンター『佐賀大学教育実践研究』Vol. 36、2018年
⚓月、pp. 205-213.
②菅沼敬介「生活科において多様な家庭環境に配慮
した『成長単元』の取り扱いに関する研究～小学
⚒年生『じぶんさがしの たびに 出ぱつだ』の
実践を通して～」福岡教育大学『福岡教育大学紀
要 第四分冊 教職科編』68号、2019年⚓月、pp.
187-195.
③茂貴子・松本謙一「‘⚓歳までの自分’ への探検を核
とした第⚒学年「成長単元」の試み：子どもによ
る調査対象・振り返り・自己評価に着目して」日
本生活科・総合的学習教育学会『せいかつか＆そ
うごう』26号、2019年、pp. 58-67.
これらの研究は、いずれも成長単元における授業
開発、評価開発研究となっている。先行実践の検討
を行ったものは見られない。
生活科における自己認識形成については、次の研
究がある。この研究は、おもちゃ作りを通して、「価
値ある活動ができたという自信を伴う自己認識の形
成」を意図した授業開発研究となっている。
・郡司哲朗「生活科の研究（各教科等の研究）」新潟
大学教育人間科学部附属長岡小学校『創造的な知
性を培う』第⚒次研究（第⚑年次）、2007年10月、pp.
69-76.
14）中野照雄は、1999年に「生活科10年をふりかえって」
と題し、1989年から1999年までに、『歴史地理教育』
誌に発表された生活科授業実践を収集、調査し、そ
の特徴を⚔つにまとめている。
歴史教育者協議会『歴史教育・社会科教育年報』三
省堂、1999年、pp. 149-160.
15）朝倉淳・伊藤公一「生活科における『知的な気付き』
に関する基礎的研究―問題整理と授業改善の方向性
―」日本生活科・総合的学習教育学会『せいかつか
＆そうごう』第11号、2004年⚒月、初教出版、p. 88.
16）文部科学省『小学校学習指導要領解説 生活編』日
本文教出版,平成20年⚘月、p. 3.
17）中野照雄は、「人間の体の観察」は「人間理解の基礎」
として位置づけ、「自然の内容に関する授業実践」の
枠組みに位置づけていた。しかし、本研究では、中
野も指摘しているように「人間理解の基礎」として、
自己認識の形成を図る授業実践の枠組みに位置づけ
た。下記の文献を参照されたい。
・香原志勢『手のうごきと脳のはたらき』築地書館、
1981年．
・千葉保夫「ひとのからだ」『教授資料 どうしてそ
うなの 子どものせいかつ⚑』現代美術社、1992
年、pp. 170-179.
また、渡辺は、自己を「自然的自己」、「社会的自己」、
「文化的自己」という三つの次元に分けている。その
中の、「自然的自己とは、自然的身体を意味」してお
り、「自然的身体とは、自然的機能発揮の主体を意味」
していると説明している。前掲(1)梶田編、渡辺康麿
「自己形成史分析における社会的自己評価の変化」、p.
218.
18）前掲(2)文部科学省、p. 24.
19）出典は以下のとおりである。
①石田裕子「私が大きくなるまで」歴史教育者協議
会『歴 史 地 理 教 育』No. 497、1993 年 ⚑ 月、pp.
52-55.
②小島さつき「大きくなったんだがんばろう」歴史
教育者協議会『歴史地理教育』No. 513、1994年⚑
月、pp. 46-49.
③小林晶子「おおきくなったぼく・わたし」歴史教
育者協議会『歴史地理教育』No. 558、1997年⚑月、
pp. 44-47.
④中妻雅彦「⚘歳の誕生日」歴史教育者協議会『歴
史地理教育』No. 661、2003年11月、pp.34-37.
⑤志村 誠「ぼく わたしのものがたり」歴史教育
者協議会『歴史地理教育』No. 693・694、2006年⚑
月、pp. 36-39・38-41.
⑥北山ひと美「せまくて、いごこちがよくて、でて
くるときゅうくつ」日本生活教育連盟『生活教育』
No. 701、2007年⚔月、pp. 64-75.
⑦鎌倉 博「温もりのある授業と学級づくりを目指
して（誕生の授業）」日本生活教育連盟『生活教育』
No. 704、2007年⚔月、pp. 64-75.
⑧谷保裕子「24人のラブレター」日本生活教育連盟
『生活教育』No. 721、2008年12月、pp. 24-34.
20）同上②、小島、p. 46.
21）前掲(19)③、小林、p. 47.
22）同上．
23）同上．
24）出典は以下のとおりである。
①小倉和人「からだの学習」歴史教育者協議会『歴
史地理教育』No. 504、1993年⚗月、pp. 46-49.
②棚橋正明「人間の手」歴史教育者協議会『歴史地
理教育』No. 514、1994年⚒月、pp. 40-43.
③高橋 勝「手の力をしらべよう」歴史教育者協議
会『歴史地理教育』No. 689・690、2005年⚙月～11
月、pp. 34-37、pp. 38-41.
25）「手のはなし」は、「人間の歴史の授業を創る会」（前：
社会科の授業を創る会）の久津見宣子氏により1971
年に第⚑回目の授業が行われている。（この第⚑回目
の授業記録は、『ひと』⚒号・太郎次郎社、白井春男
編『ものをつくる授業』太郎次郎社に収録されてい
る。）「手のはなし」に関する経緯は、『授業を創る』
第⚒巻⚗号（授業を創る社、1985年、pp. 102-103）
に詳しい。また、「手のはなし」は、久津見氏により
絵本としてまとめられている。
くつみのぶこ『手のはなし』授業を創る社、1990年．
26）前掲(19)⑦、鎌倉．
27）前掲(24)③、高橋．
28）前掲(19)⑦、鎌倉、p. 69．紙幅の関係で、以下、特
に断らない限りは、ここからの引用である。
29）ド・シャームは、自己変革を図るためには、「その自
己開発が、まわりの人々によっても支持され、受け
入れられるような雰囲気をつくることが必要である」
と、温かい人間関係の重要性を指摘している。ド・
シャーム・佐伯胖訳『やる気を育てる教室』金子書房、
1980年、p. 84.
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30）前掲(24)③、高橋、p. 34．紙幅の関係で、以下、特
に断らない限りは、ここからの引用である。
31）梶田は、「自己認識の芽」を育てる学習活動の中での
気付きとして、次のように述べている。「第二のタイ
プの気付きは、活動の中で自分の能力や機能がわかっ
てくる、といったものです。自分の手はこんなこと
ができるのか、自分の身体はこういうふうにすると
こんなことまでできるのか、こういう順序で作業を
進めていくと自分にもこんな立派なものができあが
るのか、などといった形での自己発見です」前掲(1)、
梶田編『自己認識自己概念の教育』ミネルヴァ書房、
1987年、p. 88.
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